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序文

明治の初年に文化財保護の考え方が芽生えてから 100年余り、昭和 25年に

文化財保護法(昭和 25年法律第 21 4号)が施行されてから 50年の年月が経

過し、 21世紀の時代を迎えました。

歴史的な価値を有する文化的な所産を、有形・無形を問わず、従来の文化財を

含む広い意味での文化遺産として保存・活用を図っていこうとする動きも見られ

公共事業もハードからソフトへ移行しつつあります。

今後の文化財行政の在り方について検討を行うに当たっては、こうした時代の

変化を踏まえつつ、これから先の 50年、 100年後の未来を見通しながら検討

することが必要であります。

本書は昭和 48年 7月 23日から 29日までの 7日間で行われた当町の貝殻塚

貝塚遺跡の発掘調査調査報告書です。

これらの調査された遺物や資料が未整理のままであったものを当時発掘をおこ

なった後藤勝彦氏に平成 2年より時間をかけて遺物の修復や資料の整理を依頼し

調査報告書として取りまとめたものとなっております。本書が広く町民や県民の

皆様、また各地の研究者の方々に活用され、地域の歴史資料として活用いただけ

れば幸いです。

最後になりますが、遺跡の保存にご理解、ご支援いただいた方々と発掘調査に

携わった関係機関の皆様に対し厚く御礼申し上げます。

平成 20年 3月

松島町教育委員会

教育長米J11 稔
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貝殻塚貝塚の調査
陸前地方縄文土器前期の編年学的研究 4 

後藤勝彦

1 はじめに

縄文時代の生活、特に、食生活の研究を昭和 42年以来、自然遺物の分析を通して継続研究

を実施してきた。今回は松島湾の内湾に箇した左道貝塚との対比のため、松島湾に接した貝殻

塚貝塚を取り上げて調査を実施することにした。

昭和 43年に調資担当者の不手際から、石巻市南境妙見地区迄ブ、ルによる開田がなされ貝層

が露出したため、植え付け前に調査を実施することになった。結果、上層に縄文中期大木 9 ・

1 0式から以後の堆積、下層に石灰付着した縄文前期から早期末の遺物が、人骨 2体と共に多

数発見された。昭和 42年の河北町北境地区の調査でも、 7~15 トレンチKLM区の黒土層

に破砕艮層混入の黒土層があり、繊維を含んだ土器群の出土があり、問題になった。南境妙見

地区の調査によって、繊維土器を含む主体の層が南境丘陵の南斜面に存在していたことが確認

された。

このように、昭和 40年代は筆者にとって、大形貝塚の調査が継続して実施された時期であ

り、早・前期の縄文土器との関わりが多かった頃である。

七ヶ浜町左道貝塚の調査の成果が、良くなかった事が理由の一つでもあるが、改めて貝塚立

地の違う貝殻塚貝塚を取りよげたのである。その後は白石市史編纂に協力した、縄文阜・前期

の白石市上高野遺跡、{呆原平遺跡の調査を実施し、多数の早・前期の土器群に遭遇した(控臨時彦

1982)。昭和 49年桂島貝塚の調査(盛時勝彦 2006)を実施して終了する。

2 調査の経過

遺跡の位置が内陸部に存在し、左道貝塚調査は学校を宿舎として、パスで通う調査であった

が、本調査も品井沼の奥のため、松島第三小学校を宿舎として、貝塚まで通う調査となった。

調査は昭和 48年 7月 23日から 7月 29日までの 7日間である。

7月 23日 曇 宿舎に 12時集合、学校の都合で教室に入れず。 1時過ぎ教室に入って、

使用教室等の設備点検、整備を実施する。 2時過ぎ打ち合せを実施し、調査班を編成し、発掘

道具を持って現地に向う。

調査は台地東側、貝塚標柱の南側IJに商から東に 2mX8mの4区を設定し、 A トレンチとし、

3、4区を調査することにした。

台地西側の畑地の貝殻散布の密な地域に、 2mX2mのB1トレンチを設定して調査を実施

する。また貝塚周辺部の貝殻散布を含めて、地形測量班を組織し視.IJ量を開始する。

7月 24日 曇 Aは表土の郡高ft、第2層(破砕艮層)、第3層(凝灰岩ブロック層)遺物

の出土少ない。 3区は撹乱再堆積層のようである。

Bは第 2層は貝層で出土造物が多く、マグロの椎骨'の検出が目立つ、スズキの歯骨、それに、

縄文土器の一括出土が多い。第 3層(褐色混貝士層)も比較的遺物が多い。貝はカキ、オキシ

ジミ、アサリ、ハマグリ、スガイ、アカニシ等が多い。ハイガイの出土。

7月 25日 f清新しく B1区の東側に 2mX2mのB2区を設定する。第 1層(耕作土)、

第 2層(混士貝層)であり、遺物が多い。員刃の出土が目に付く。 Aは3区V層まで剥離、 B

1区は第4層から第 5盾まで、第 5層は木炭が多く含み黒色を呈する。



7月 26日 崎 Aでは 3、4区の層位の確認、と調整が実施される。 3区では 1m以上が三

次堆積と考えられた。 B1では第 5層(褐色混貝土層)、第 6層(黒色混土貝層)、第 7層(黒

色土層)、第 8層(黄褐色土層)まで掘り下げる。 B2区は第 3層(褐色混土貝層)、第4属『

(褐色貝層)中心の調査となる。二枚貝中心の貝組成である。

7月 27日 晴 Aは4区第 3層から第 9層(黒色混土貝層)までの剥同ft、上層はハマグリ、

マガキ、スガイが多かった。下層はスガイ、ハマグリが少なくなり、小形のアサリ、オキシジ

ミが増加することが特記される。獣骨、魚骨、土器少ない。第 5層は魚骨が多く、マダイ、ス

ズキが中心である。 B1はトレンチ壁面実測図の作成作業に入る。 B2は第4層(褐色混貝土

層)、第 5層(黒色混貝膚)、第 6層(黒色土層)の手IJ敵。

7月 28 13 11青 Aは4区 10層(第4灰層)から 16層(破砕貝層)までの剥離である。

B2はトレンチ壁面実測図作成完了。

7月 29日 H青 A区の調査、 15層下の作業、この 15層下には薄い層が 6層も堆積する。

1 6層(黒色破砕貝層)で商壁で人骨頭部が出現し、人骨調査のためにA トレンチ拡張部設定

し調査する。人骨調査について、調査の最終日でもあり種々悩んだが、前期初頭の八骨資料が

少ない現在、意を決して掘り上げることにした。

地主からはl臨時の電灯を用意していただいての調室となった。調査の結果、予期せぬ 2体の

人骨の掘り上げ作業となり、実測図、写真が終了したのは 11時過ぎであった。

この問、 B1、2の埋め戻しゃ宿舎の整理等、参加者、生徒は帰宅させ調査は終了した。

今回の調査には、特に、早稲田大学・共立女子大学関係者の協力があった。記して感謝の意

を表する。金子j告畠先生、柳沢清一、今橋治一、橋本博文、安川新一、寺島和秀、土肥有平、

Lfo沢百合子、植木美基子、岸紀恵子。

宮城教育大学 遊佐五郎、渋谷正三、小野寺祥一郎、千葉宗久、佐藤好 、

立 正 大 学阿部恵

境霊長女子高校社会部員

3 貝塚の位置 (図 1・2) 

貝塚は宮城郡松島町竹谷宇貝殻塚に所在し、貝塚で学会主主録「貝殻塚貝塚Jである。西から

北東に延びる入江を持つ分校丘陵が吉田J11、日烏瀬川J11岸まで延びる。その一番北側の丘陵の南

東端の30mほどの丘陵、南斜面の舌状台地にある。松島町第三小学校からほぼ北に 1.1km、

吉田川!の西岸藤巻から西に O.55km、東北本線品井沼駅から東に約 1.8krnの位置にある。調

査時の所有者は遠藤交氏であった。地目は畑地、宅地である。舌状台地の東側にA トレンチ、

西側に B1、B2のトレンチを設定して調査を実施した。

。，M
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4 員層の堆積 (図 3・4・5) 

A トレンチは 1~4 区を設定したが、 1~2 区は撹乱が激しいので、 3 、 4 区のみ掘り下げ

たが、 3区の大半が撹乱を受け再堆積層であった。従って 3、4区調査で再検討して、最終的

に4区を中心に層位を決定した。再堆積層が 5層、 2層以降 11層までは、厚さ約 10 cmの貝

層と灰層が互層となって堆積する。 16層の破砕貝層下面から 2体の人骨が仰臥屈葬状態で検

出された。(表 1参照)

B 1は表 2のような堆積、 B2は表 3のような堆積状態である。図 4・5を参照してくださ

し、。
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表 1 貝殻塚貝塚のA トレンチの層序 表 2 B 1区の層序

層位 分布(主) 層向 連 要 層位 層位4

3~4 表土居 院 l詩作土

n 13 世辞E層 乱脈JH治する層 21~層

目 3 革巨岩7ぉ町ク層 増住民岩7守ロック混入層 3掲色E員土層

W 3~4 黒掲色土居 積黒Il!色土層で員協入する 4掲色混士買層

V 3~4 黒色破購買Il入層 層鰯色制民混入国 5 自色ì1!~土層(本民自を古む)

6黒色混土賜

2 4 員日目色医層 買を少量含む 7黒色土j層

2 4 黒掲色担土員層 ハマグリ主体町民層、民的合む B黄掲色土層

2 4 百目 買を含まない

2 4 綿色混見届 カキ、ハマグリ!(t語訳岩7"ロックを含む 表 3 B 2区の層序

3 4 自由り混士賜 カキ、7サリ、スYイ等技化防音む

4 4 民自 花氏カキ紗量古む 自ItL 層位名

5 4 黒措E混士見層 カキ、7サリ、オキシジミ等ji目立つ

6 4 第2医層 日賀、民化物紗量古む I黒色土居

7 4 黒掲~ì1!土見層 7tリ、オキシγミ、スfイ等出自立つ 2黒色福祉層

日 4 第3医層 見類も品入するji、下面に長!協が多量:混入 3掲色E士見層

9 4 黒描自慢士買層 世辞員が目立つ 4掲色E自

10 4 事4配層 出北語、住民を古む 5-1 黒色目層(S壁1:見られる)

11 4 黒掲色担士R層 m中心の下面に民協を多量に含む 5-2 黒色混日土層

12 4 第5服 ~(1)混入出目立つ 6黒色土層

13 4 黒掲色担士民国 見目下面1:民化物ji~立つ 7黄Il!色土居

14 3~4 第6氏富 マテがイ、 7t~ji目立つ

15 4 黒掲色提士見層 魚類が目立つ

15下4 目語

16 3~4 黒色政時員層 臨時買層

17 3~4 黒掲色紙土層 跳物を古み、械の強い士j層

18 3~4 黄掲色繍土層 t質問:水分lこ富む、括性Dl強い

5 出土遺物について

(1)出土遺物の多いのは各層から縄文土器である。 A トレ 3区の上部が撹乱再堆積層のため

造物の出土がない。下層の第 15・16・17層、人骨検出のため 3区を北西に拡張し、拡張

1 5・16層周辺に集中する。 4区は薄い黒褐色混土貝層と灰層が互層のよ桂穣となるため、上

層よりも 15層以下に出土が集中する。 B1・2トレは、各層平均的に出土する。特に、一括

土器の出土が多い。

縄文土器は通称繊維土器と呼ばれる、 JJ台土に禾本科織物の繊維が混入されたものである。表

面には各種の綿文中心の施文がなされる。裏面は口縁周辺はヨコ整形、下部は底部近くまでタ

テ整形である。土器制作時の凹凸痕、整形痕、擦痕程度で施文が無いのが一般的である。稀に、

図 7-18のタテ条痕文、図 9-22のヨコ条痕状、図 10-23、図 12-37のようなヨ

-6-



コ沈線状の施文の資料がある。

施文文様の組成は、七ヶ浜町友道貝塚の順序と異なるが文様組成に近似する。多い順に示す

と、斜行縄文 468点 (47.12%) と多く、斜行縄文も、単節斜行のRL.LR、複節斜

行RL.LRも存在し、それに、単節斜行縄文施文で、末端ループ文、綾絡文施文もあって、

紐成が複雑である。羽状縄文 370点 (37.2 6 %)で、特に、羽状結束は 291点 (29 

30%) 、非結束が 79点 (7.95 5 %)で、断然結束施文が多い。左道貝塚と伺じく、図

13-14、15， 20のように B1区に複節羽状が存在する。次は撚糸文・撚糸圧痕文 63 

点 (6.34%) である。口縁部やや外反するが、小破片が多い。出土層は 3・4区共に、上

層からの出土資料が多少存在するが、下層の 15層以下が多く、層位的差がある。次が、ルー

プ文施文土器群で、数量もぐっと少なく 27点 (2.71 9 %)である。口縁に平行し重層の

ノレ プ文が一般的であるが、口縁に平行のループ文下に、鋸歯状のル プによる文様構成する

(図 16-16)資料も存在する。以下出土数が少なくなるが、組紐文 9点 (0.90 6 %)、

沈線文 7点 (0.704%)、刺突文 2点 (0.20 1 %)となる。底部は縄文施文の平底 40 

点、 (4.028%)である。図上復元した土器群から、口縁平で、土面に刻目が施文されやや

外反し、頚部でやや締まる器形で、縄文施文の平底である。ただし、図 19-1 0、図 20-

1 2が尖底である。図 18-3は複数の小突起 5個配置された特殊なものである。

口縁昔日文様帯を構成する資料はごく僅かで、図 8-30、図 16 -16のループ文施文土器

群、図 12-26の撚糸圧痕文だけのようである。装飾として、口縁部土面に刻目、刺突痕、

口端に刻胃程度である。

(2) 石器について

石器は多くはない。大きく剥片石器と棒状石器に区分される。京i片石器は調査直後の実測図

が残されていた(遊脱線開田)。

① 石倣 (図 21-1・2) 1は(B…@-3) 出土で、長さ 1. 4叩 l、rlr高13.6cm、厚さ

0.4 6 cm、基部形態が凹基 (A) で、仮Ij縁が平坦かやや膨らむ形態である。 2は(A-3-16)出

土、長さ 1.6cm、l楢 1.6cm、厚さ 0.97 cmで、基部形態は平基 (B) で、仰l縁が平坦かやや

膨らむ形態である(量産晴彦 1986)。

② 縦型石匙 (図 21-3~7) 3は出土地不明、長さ 6.64四l、幅 1.518cm、厚

さ0.9cmである。摘みが斜めにイ寸し、た形態。 4は(A-jH6)出士、長さ 6.0Clll、幅 2.12cm、

厚さ 0.9ClIIである。摘みが真直ぐ、下に幅が広くなる形態。 5は(A-4-15)出土、長さ 6.0ClII、

I1届2.2ClII。厚さ 0.48cmである。先端部破損、刃部がナイフ形の形態をとる。 6は(A-4-4)

出士、長さ 5.4ClII、幅 1.46 cm、厚さ 0.9ClIIで、先端部細くなる形態。 7は出土地不明、長

さ5.42 ClII、 l陪 3.0ClII、厚さ 0.68 ClIIである。摘みが斜めに付き、刃部湾曲する形態である。

横型石匙の出土はない。

③ 石錐 (図 21-8) 8は(B-1-5)出土、 先端部折れ、長さ 3.2cm、I1届4.4cmで、あ

る。表面左側に自然面が残されたものである。

④ 尖頭器 (図 21-9) 9は出土地不明、下部欠損である。現長 3.68cm、幅 3.4

4 cm、厚さ 0.8ClIIである。

⑤ 石箆 (関 21-10~14) 10は(A-3-5) 出土である。長さ 5.44ClII。幅 3.8

6 cm、厚さ 0.178cmて、ある、上面の周囲は良く剥離されているが、下面左右が最Ij自I1された

程度で、下面がほぼ平らである。 11は(B-2-2) 出土、長さ 9.9cm、幅 4.2ClII、厚さ1.8叩

である。小判形で下面が平坦なのは、 10と同じである。 12は(A-4-15)出土で、 11と形態

が同じ、長さ 7.2ClII、幅 3.8cm、厚さ 1.4cmである。 13は(A-1-4)出土、上端が破損と考

えられる。現長 8.4叩、幅 5.0ClII、厚さ 2.2cmて、ある。厚みがあるのが他と異なる。 14は

-7 



(A…1-4) 出土、上端が破損である。長さ 5.0cm幅 3.6c皿、厚さ1.3 4 cmである。

⑤ 不定形石器 (図 21-15) 長さ 4.88cm、幅 2.6cm、厚さ 0.86 cmで、ある。

⑦ 磨石 (図 22 -1) (A-4-15)出士、長さ 14.3cm、橋 7.23 cm、厚さ 3.4cm小判

形、側面に磨耗痕がある。

③丸石 (図 22-2~4) 2は(B-2-6) 出土、長さ 9.6c泊、幅 5.3cm、厚さ 3.45

cm、右側l下端欠損、小判形である。 3は(B-2-5)出土、長さ 10.9cm、幅 7.4cm、厚さ 3.5

cmである。小判形。 4 は (A-4-2) 出土、円盤形。長さ 9.75cm、 1~1iî 8.76cm、厚さ 4.3 cmで

ある。

⑤ 凹石 (図 22 -5 ) (B-2-3)出土、上・下面平坦な磯の上国ほぼ中央に約 1cmの

叩穴が穿かれたもの。長さ 14.0 cm、11扇11 .0 cm、厚さ 5.5~4.2cmである。

⑬ 面を持つ磯 (図 23-6・7)共に (B-2-6) 出土である。形態は角材を折った状態の

長方形で、四面に面を持つ。 6は長さ 14.7cm、l隠 5.5cm、厚さ 4~ 2.2 cmo 7は長さ 12 

o cm、幅 5.5cm、厚さ 3.0~2.3 叩l で、ある。

(3) 骨角製品

① 骨針 (図 23-1~6) 1は上端、下端欠損、 (B-2-3) 出土、長さ 12.9cm、I隠

o . 6 3 ~ 0 .4 5 cmo 2 ~ 5は下端部のみである。 2は(B-2-3) 出土、現長 5.7cm、'1
'
高0.6

~ 0.4 2 cmo 3は(B-1-7) 出土、現長 3.65 cm、幅o. 4 ~ 0 . 3 cmo 4は(A-4-2) 出土、現

長 3.62 cm、幅o. 6 2 ~ 0 . 3 5 cmo 5は (A-3-5) 出士、長さ現長 3.15cm、幅 0.5叩 lであ

る。残欠であるため用途の不確実なものがはいっていると考えられる。

② 刺突具 (図 23-6)柳禁状に整形されたもので、 (B-1-6) 出土、長さ 4.56 cm、

幅 0.68~0.4cm、厚さ 0.48 cmである。

③ 不明骨角製品 (図 23ー 7・8) 7は鹿角を縦割りしたもの、下端欠損、表面は鹿

角表皮が残されたものである。期l突具になるのか。 Bは(A-3-16)出土、現長 3.5cm、幅1.4

~1.3cm、厚さ 0.3 cmのもで、上部に貫通孔がある。上、下端折損で用途不明である。

残念ながら調査日誌に釣針の出土の記録があるが、現物の所在が不明で記載できなかった。

チモトが形成され、軸と曲がり別になったもので、図から想像して長さ約 4.5cm、幅 1.8cm 

程度の資料で、鈎はない。

(4)貝製品

① 貝輸 (図 23-1~3) 1・2はベンケイガイ製である。 1は殻長 6.2cm、(B-1

3) 出土である。 2は殻長 6.7cm、(A-4-15)出土。 3はイタボガキ製、 (A-4-12)出士、殻高 4

7 cm、幅 4.3cm、下端部欠損のものである。

② 貝刃 (図 23-4~7) ハマグリ、チョウセンハマグリ製の貝刃が多数出土してい

る。右・左の殻を使用したものがあり、刃部も殻全縁のものと、部分のものと存在する。出土

個数はR15、 L46の 61と多い。調査日誌の記録ではB トレンチの出土が多いという。

。。



(3-2) 

議験f
(3-5) 

両議電点滅戸;ヌ

11 
(3-6) 

0 
恒g

14 
(3-6) 

(3-17) 

7 
(鉱ー 15)

冨量

-9-

10 ，..{CM 

15 
(3-5) 

(拡ー 15)

10 
(拡-16)

図63区羽状



13 

5 
(3-2) 

(拡ー 15)

(3-2) 

14 
(拡ー 15)

119開20?

言F

7 川
(3-5) I.l'i 

げ 8
(3-15) 

18 

(3ー17)

図73区斜行



(3ー 16)

ハ
川

U
1

〕

、

魚

川

Y
F
2

q
L川
υ口問機

J
t
r
h
c

術

移

元

一

)

で
ゆ
叫
す

4
4

路

間

(

邸

警

害

拡

必

鶴

湾

(

一輝

ωpnM

劇
品
向
精

司斡刑
罰1)議離jβ 野

鶏1iV1一(3ー 7)

緩ま雪量

川駅1f
劃 ι6)九

竹
川
川
叫
B
4拡

30 
(3~6) 

胡 31
I I (3~6) 

J'J 36 
ω(3~ 17) 

(3~5) 

監
(
為
替

1
 

1
 



p
u
L件

1) 

6 
(4ー 13)

議鯵F
15 

(4ー 15)

鶏3
19 

(4-18) 

C 
恒

22 
(4ー 10)

η
4
 

1
 

図94区斜行



21 
(4-16) 

12 

A時己主瓦通Jl，

(4-15) 

(4-15下)

16 
(4ー 15下)

(4-16) 

23 
(4-17) 

図104区羽状



29 
(4ー 13)

」

(4-17) 

(4-6) 
-14-

10 
恒吉国 GM

40 
(4-18) 

(4-15) 

33 
15下)

図114区羽状(2)



語圏全彰5)

魁二4j

q
h
↑
為
ω
)
)
ω

b
d
2
U劇
什
…
智
(
“
説
明

話
辺
燦
字
、
隠
滅

fv紙
幣

獄

脱

抑

，

1

で
郊
議
機
:
J
Z噴

R
K
M
欝撃

時

H
N品

川
刷
機
議
対

Ns 
繍13

t議出
-G齢

機d鏡
3 

輸0，3

4議1
響&26
轡よQ

選挙(i

週三ヨ
10 
jGM 

ー

出実験
(4-15) 

図124区撚系、ループ、撚系圧痕、
組紐 15 -

46 
(4ー17下)

83勝8~

点2
議議tlゑ

495) 

33 
(4-15) 

L 
I37 
生主生フ

45 
，1 (4-18) 



機f122i

11 
(1-6) 

R
N
N
h
M
N
U
U
J
 12 

(1-6) 

16 
(1-7) 

19 
(1-4) 

21 
(1-5) 

25 
(1-6) 

27 
(1-5) 

伊 j
30 

10. (1-7) 
亙百 GM

図13B 1区斜行、羽状

29 
(1一日)

-16-

o 
h 



'b量目柑:"'!:

1/(1ご5)
同

警す18 
(1-2) 

図14B 1区羽状、撚系、ループ、組紐
竹管 一17ー

駅 J

21 
(1-7) 

」研

。

(1-4) 

37 
(1-6) 

10 
rCM 

3 
(1-4) 

事



図 喝機騒欝鯵伊
ーム

仁Jl で一一/~∞ 
N 

閃

斗3己手ヰ乙r、i 

組 -CきZ3 O 

栄



ヤ弓潟示即CJ位再~.

3 
(2-5) 

(2-6) 
6) 

日
U
B寸
安

J
l
!
η

欝
描
哩

F
P
A
J
υ
口一

認
除
隊
(
調
繍
脚

J
u
u
α

納
喝
)
寝

J

引
協

7

H

n

パ
刷
、
佐
川
徹

d
ぷ
辞
い
1
効

験
ミ

J1φ

穂

町

ぬ

謝

一

璽
w山町

内
N
M
U
B
M仰

げ
は
5
4

)
門
刊

υ
U

6

h
ぽ

g
v
h

5
川

r
h趨
綴
務

R
U
U
氾

轡

17 
(2-4) 

(2-5) 

警暴G
23 

;~， (2-1) 

深

。 1.0 
CM 

3) 

品 29直I~
幽剖iF

震(2

図16B2区羽状、撚系、ルプ、
沈線 -19ー



g1 

選挙yl
護審イ

10 
(A-3ー不)

(B-不)

A一機5

24圃1 1{

密日)

不

二

E
V
二一5斗f

p
u
M

議論

(Aー拡ー不)

3雪

27 
42(2-5〕

誕

」ー
10 

扇面.CM

ハUη
4
 

図17地区層位不明



3 
(8ー 1-3)

推口径 19.8cm
現高 10.3cm

(A-4-15・15下・3-5)

推口径 32.8cm
現高 40cm以上

~
山
内
町

径
一
局

口推
現

4 
(8-1-4・1-5)

推口径 32.8cm 推底 7.6cm
現高 29.1cm

。 10 20. rcM 

5 
(8-1-5) 

推口径 18.5cm
現高 18.2cm 図18

ーっω



。
邑

10 

11 

日
(日ー 1-5)

推口径 31.9cm
現高 28.7cm

9 
(B-1-7) 

推口径 27.7cm
現高 25.6cm
推底径 7.9cm

(B-2-3)口径 20.0cm
現高 16.2cm
准底径 6.0cm

20 n臥

-22 -

7 
(Bー 1-6)

m口径 21.5cm
現高 12.0cm

准口径 22.0cm
i見高 18.0cm

10 
(Bー 1-7)

推口径 25.5cm
現高 26.0cm

図 19



。 10 

12 
(B-2-5) 

口 f圭 22.4cm
推高 24.4cm
尖底

2.0 n航

13 
(B-2-5) 

口径 12.9cm
現高 14.5cm
推底径 5.1cm

23 -

14 
(B-2) 

t量口f圭 29.0cm
現高 33.0cm
推底径 6.7cm

図20



品-傘
く〉 く〉

2 
(B-3) (A-3ー 16)

~-野 ¥ I ¥ 1 む当官 u 唱Ul 
ぷコ 4二ごと〉

cユ(記名3怠し〕
4 5 

(A-j広一 16) (A -4-15) 

ζ~ '  ̂ 6 
(A-4-4) 

てごとミ 7 
(記名なし)

〈ご〉

ζ三こ斗

くア

11 
(B-2-2) 

14 
(A-1-4) 

15 
(B-1-5) 

守 V
。

B 
(日一 1-5)

ζ〉

くご〉

換~金
く〉

10 
(A -3-5) 

12 
(A-4-15) 

9 
(記名なし)

13 
(A -4-4) く二〉

図21
…24 -



(A-4-15) 

2 
(8-2-6) 

3 
(8-2-5) 

-25 

4 
(A-4-2) 

5 
(8-2-3) 

。 10

恒±-一一一一一一一一ー二二ー~竺国圃 CM

図22



I I 

-0 

l(f 刊!.!..ε週一/も 1 
~ _" (8-1-3) 

5 
『 D34(A-3-5)

(8ーi-7) (A -4-2) 
2 

_ 0 (8 -2-3) 

糊
B 

ぷ~D7 
(A-3ー 16)

-¥LI-O ¥)f " (A-3一日〉 -、、。
6 

(自ー 1-6) 於ど? て、えれ 潤 (Ai-12)(8-2-3) 

6 
(日ー2-6)

己
7 

(8 -2-6) 

。
」-ー-

10 
里5司 CM

5 
(8ー 1-4)

…26ー

/' 

A- 一二二-------.~

1二三二二Zタ
=とここ二一ー____6 ~ 7 

(8 -2-2) (8 -2-1) 

図23



(5) 自然遺物について

堆積層が複雑で、 A トレンチ 3区で、は再堆積の撹乱層があって、層の状態を確認することに

手間取った。 3区で 14層から、 4区では互層堆積する 2層から、混貝か混土層でカキ、アサ

リ、オキシジミ、スガイ中心の層である。自然遺物の包含は多くはない。特に、魚類、鳥類が

やや目立つが、獣類は少ない。

① 軟体動物 B ウグイ

腹足綱 9 イタボガキ 9 マダイ

1 イシダタミ 10 ヤマトシジミ 10 クロダイ

2 クボガイ 11 ウネナシトマヤガイ 11 カサゴ類

3 ヘソアキクボガイ 12 ヌマガイ(読本) 12 アイナメ

4 コシダカガンガラ 13 ハマグリ 13 ヒラメ類

5 スガイ 14 チョウセンハマグリ 14 カレイ類

6 オオヘピガイ 15 オキシジミガイ 15 コチ 15 

7 ウミニナ 16 アサリ 烏綱

B ホソウミニナ 17 カガミガイ 1 ハクチョウ

9 へナタリ 18 ウチムラサキガイ 2 カモ a

10 フトヘナタリ 19 シオフキガイ 3 カモ b

11 ツメタガイ 20 アリソガイ 4 ヒメウ

12 ウラシマ 21 オオノガイ 5 ウ類 5 

13 イボニシ 22 カワニナ

14 レイシガイ 23 マテガイ 23 11甫乳綱

15 アカニシ 1 ウサギ

16 オオヨウラカガイ ② 節足動物 2 ネズミ

17 キサゴ 甲車生車部 3 タヌキ

18 ウラシマ 1 カニ類 a 4 イヌ

19 マイマイ類 19 2 カニ類b 5 テン主買

3 フジツボ類 6 キツネ

二枚貝綱 4 アカフジツボ類 4 7 カワウソ

1 カリガネエガイ 8 イノシシ

2 サノレボウガイ 魚綱 9 ニホンシカ

3 ノ、イガイ 1 トチザメ科 10 ノj、!ijj類

4 ベンケイガイ 2 サメ類 11 ヒト 11 

5 イガイ 3 ボラ

6 アズマニシキ 4 マグロ類 両性類

7 ナミマガシワ 5 カツオ 1 カエル

8 -yガキ 6 スズキ

7 クサフグ

以上、軟体動物 42種、節足動物 36穏を磯認することが出来た。

(合計 78種)

① 貝類について

今回の調査では、調査中に 30cm'単位に貝層を採取して、貝組成を確認した。

貝類は腹足綱(巻貝) 1 9種、二枚貝綱 23種の 42種である。

ワーっ“



A-3-6 (黄掲色E土日層) A-4-11 (第3黒掲色混土民軍) A-4-13(第4黒掲色E士民自)

7村 71 43出 7t9 105 58出 7サリ 157 68出

カキ 28 18 オキシシミ 20 11 ハマグリ 27 12 

オキシγミ 17 11 ハマグリ 20 11 マがキ 14 6 

ハマグリ 9 6 マfキ 18 10 3オ7キ 2 1 

カリYネイYイ 3 2 ;，f'1 15 8 オキシグミ 2 l 

シオ7キ 2 l レイシ l l カj(~f' イ l 0，4 

サルポウ 2 l カリがネエカーイ 1 0，4 

マテYイ 2 I 179 7、rィ 23 10 

オオ!j(ィ 2 I イシグクミ 2 1 

カfミrィ 0，6 A区3-5層より上層は、撹乱のこ 1J;j( i!"1 l 0，4 

イ力会イ 0，6 次堆積層が明らかになり、全体腐序 ウミニナ 1 0.4 

スfイ 16 10 を4区中心に設定する。灰層と黒褐

レイシ 3 2 色土層の互層となり、 A区3層から 231 

了カニン 2 9層の基本貝類組成が、 5層からハ

159 マグリ、スガイが減少し、オキシジミが小形化すると共に、出土量

が噌加する。更に、アサリの増加が特質される。互層の層は 20~

30度の斜度で層序を形成する。目ぼしい獣類の遺存骨が著しく少なかった。 10層以下

も二枚貝中心の貝層に変わりはない。

B-2-2 (黒色限土層) 細部

m 184 44.66出

カキ 90 21. 84 

オキシグミ 64 15. 53 

相rミザ4 8 1. 94 

オオ!fイ 8 1. 94 

イずイ 7 1. 69 

サルポウ 5 1. 21 

ハマグ 1 4 O. 97 

カリがネエYイ3 O. 72 

シオ7キ 2 0.48 

ハイずイ l 0.24 

スrィ 22 5. 33 

レイシ 3 O. 72 

了カニシ 2 0.48 

イi!(ニシ 2 0.48 

1Ht'イ l 0.24 

コシrn"ンカラl 0.24 

ウミ=ナ l 0.24 

ヘナク1 l 0.24 

オオヘピYイ l 0.24 

マイマイIii 2 0.48 

412 

B-2-3 (掲色提士見詰)

カキ 143 40.97 

オキシグミ 79 22. 63 

7サリ 62 17. 76 

ハマグ V 14 4.01 

シオ7キ 14 4.01 

イfイ 4 1. 146 

カリf才よ工力、イ 2 0.573 

オオ!fイ 2 O. 573 

ス庁イ 24 6.876 

レイシ l 0.286 

349 

s-2-5 (黒色ii1~土居) 南東部

了判 215 57. 7出

マYキ 62 16.6 

オキシシミ 45 12.09 

カYミがイ 14 3. 76 

オオ!t'イ 12 3.22 

シオフキ 6 1. 61 

カリfネエカイ 5 1. 34 

ハマグ 1 3 0.80 

tlレポウ 0.26 

スFイ 6 1. 61 

7カニシ 3 0.82 

372 

B トレンチの貝層は、基本的にはA

トレンチ貝組成と変わりがない。二

枚貝のカキ、アサリ、オキシジミを

中心とする貝層である。貝層も密で

なく混貝的である。 B トレンチで特

こ目立つのは、各トレ自然遺物の出土が少ないのに、マグロの椎

骨の出土が目に付く。7 

-28-



② 魚類について

魚類 15種で多いほうではない。マダイ歯骨、前顎骨、椎骨、関節骨、クロダイ歯骨、前顎

骨、椎骨、スズキ歯骨、側、蓋骨、椎骨やマグロ、アイナメ等の椎骨の遺存骨に限定され、量も

少ない。

中心になる魚種は、マダイ、クロダイ、スズキである。タイ類はクロダイの個体がやや多く、

歯骨R19、L17、前顎骨R18、L17である。マダイは歯骨R16、L13，前顎骨R9、L14でタ

イ類の計測顎長 4cmを越すものは、クロダイの 7 個体だけ推定体長 45~50cmである。特に、

マダイで顎長から 20~30cmの小形マダイがあり、 20 cm以下の 1個体が存在する。椎骨が

9 2個の出土がある。タイ類の総脊椎骨数 (VN)は、尾部棒状骨を含めて 24個といわれる。

しかも、頚椎、腹椎、尾維と背梁の形態が違うため、椎骨の形も位置によって違いがある(高描

善称)。乱暴に尾部棒状骨を引いた 23個で除すと、個体数億か4匹である。実際、魚の頭部骨

の歯骨、前顎骨、上顎骨、前頭骨、後頭骨等による部位別個体数の最小個体数の算出方法によ

る数字は、マダイ 35、クロダイ 38、タイ類 37で総個体数は 110であり、椎骨の出土の

量、埋存量が少ないかを示している。タイ類の解体処理、食法の違いを示しているのではない

かと論じたこともあった。

t-1t骨も維骨長は 0.5~1.3cmの広い範囲に集中するが、 0.7 cm以下の小形椎骨が 25 (2 

7. 17出)も存在すること、椎骨高は 0.7~1.3cmに集中し、同じように 0.7 cm以下のものが

3 6個体 (39.13) もあり、小形タイ類の捕獲を示すのか。

スズキも1指骨R13、L14である。歯骨高の計調Ij結果から推定体長(事蹴 1963) は、 50~60

cmの大形に集中している。スズキは成長魚(出世魚)といわれ、セイゴ、フッコ、スズキと名

称がかわる。 1年もの体長 25 cm前後をセイゴ、 2年もの 35 cm前後をフッコ、 4年もの 50

cm以上をスズキという。これから考えると、貝殻塚貝塚のスズキは、大部分がスズキ級であり、

2年もののフッコ級 (35 cm前後)が樹骨高計測から 4個体存在する。スズキもタイ類と河じ

く、出土推骨 56点、機骨総数もタイと伺じといわれる。スズキの最小国体数 34と考えられ

ていることから、出土椎骨の少なさが明らかである。機骨の計調IJからも O.5 ~ 1 .1 cm{こ集"1コ

するが、タイ類と同じく、長さ 0.7、高さ 0.7cm以下の小形の椎骨が全体の約 30%も含ん

でおり、セイゴ級の存在を考えなければならない。また、タイ類と同じように、個体数に対し

椛骨の出土量が個体数の 13. 9 %に過ぎず少ないことである。これも食法に絡んだ解体処理

がなされたと考えられる。 A-3-6出土の鯨蓋骨Rの表に強く抑圧の痕跡があり、刺突漁の

証拠と考えられる。

マグロについても、推骨長は 3.1~3.5cmに集中する。しかし、約 2 cmから 5.5cmとばら

つきがある。 4cm以上の大形椎骨は、 15点存在し 12.2%に当たる。体長 2mを越す獲物

が捕獲されていたことを示す。出土数は 11 7点、であり、 Bトレンチにやや多く、大形維骨も

多い。カツオの機骨 3点、 B トレンチからのみの出土がある。ドチザメの椎骨 3点、サメ類の

椎骨 2点が、 A トレンチから出土し、特異なことは化石のサメの歯の出土が、 s-I-6にある。

アイナメの椎骨がBのよ層から 6点検出、またA トレンチの4-15干の下j脅から 2点の出土があ

る。貝殻塚貝塚で注目されることは、砂泥底に生息するカレイ・ヒラメの椛骨、歯骨の検出が

あり、ヒラメの個体数が多く、同じ、底棲魚のコチの歯骨、椎骨の検出があり、左道貝塚・桂

烏貝塚の海底環境との違いを示している。

③ 晴乳類

哨乳類は 11種類は、これも特別多いものでない。貝類の項目で仙台湾貝塚での主要な中形

獣のシカ、イノシシの遺存骨が、 A トレンチでの出土が少ないことを記した。実際、顎骨の出

土があるが、 1賓の萌出を示す{岡本が少ない。シカで中足骨、中手骨、上腕骨、榛骨、肩甲骨、

m印



腫骨、鹿角と断片的である。イノシシも上顎骨、下顎骨R、L、肩甲骨、第一環椎の出土あり、

シカより少ない。

小形獣はウサギがやや多く、上腕骨L、寛骨R、経骨、椎骨がある。タヌキは上腕骨L、肩

甲骨がある。テンは腔骨、イヌはA-4-15干の暴土層から、頭部のない不完全な埋葬犬が出土し

ている(図 24)。カワウソは寛骨Rの出土がある。ネズミは大腿骨Lの出土、種不明の小獣

類があり、中節骨、指骨が検出されている。

貝殻塚貝塚調査の圧巻は、人骨調査で、 A トレンチ 3区の壁面調整して、セクシヨン図作成

の準備中に、西壁の北寄りの第 16層下部に人骨の頭部らしきものに当たる。意を決して人骨

を取り上げることにし、 A トレンチを北に 1m 5 0 cm，商に 50 cm拡張し、 A トレンチ拡張部

とした。拡張部から 2体の人骨を掘り上げた。南側が 1号人骨で南西にやや浅い掘り込みがな

され、仰臥屈葬状に埋葬されていた。頭骨、四肢骨の保存が良好で、完全に 16層(黒褐色破

砕貝層)の最下部である。続いて、 1号人骨の頭部から北西約 40cm離れて第 2号人骨が検出

された。閉じ仰臥屈葬状態である。頭部から両腕周辺にかけ南東約 50cm、北西40cmの範囲

が浅い掘り込みがなされている。全体は不明である。掘り込みは第 15層(褐色貝層)から掘

り込まれている。特に、頭部周辺の土壌内の土が赤色化しており、人骨取り上げた下の土も同

様であった。死体埋葬する時に振りかけたか、敷いたものであろうか(図 25)。

この 2体の埋葬人骨は、並列しており、主軸頭位は南西方向と閉じである。ほぼ同時に埋葬

されたと考えたい。土壌の掘り込みからやや l号人骨が古いと考えている。

その他、散乱人骨としてA、B トレンチから、頭骨、腔骨、寛骨、指骨等が 10点ほどの出

土がある。
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図 24 A-4-15下黒色土犬埋葬骨 1/4
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図 25 埋葬人骨出土状況 1/10 

④ 鳥類

鳥類は前期の貝塚としては個体が 66と多い。中心はカモである。種名が不明であるが、カ

モ a、カモ bの区分が実施され、大小区分がなされた。遺存骨格はA トレンチが多い。堆積層

の隠係か。上腕骨R14、L23、腔骨R15、L8、榛骨R7、L12、尺骨R30、L13、大腿骨R

2、 L2、烏口骨R7、L9、中手骨R2、Ll、中足骨R2、L2、肩甲骨R4、L3 、鎖

骨9 、sJl:骨l、仙骨l、が確認されている。

その{也、断片的にハクチョウの上腕骨 L1、ヒメウ腔骨1、ウ類上腕骨2が検出されている。

全てA トレンチ出土である。

⑤ 甲殻類

本貝塚ではカニ類のハサミの遺存骨が多く、 33個体の検出がある。調査中でも 2種に分類

されているが種名は不明である。今までの調査で無かったほど数が多い。海岸動物に対する広

い採捕活動を示している。
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甲殻類の仲間としたが、カキ等の造物に付者したものである。食用になったのか明らかでな

いが、護脚部門のフジツボ類、アカフジツボがある。

6 出土遺物の考察

① 出土遺物の多いのは縄文土器である。本貝塚の縄文土器は、通称繊維土器と呼ばれる、

胎土に禾本科植物の繊維を混入した土器群である。土器表面に各種の縄文原体による複雑な縄

文施文の文様が特徴である。裏面はヨコ、タテの整形がなされ、凹凸痕、整形痕、擦痕程度で

施文が無く、無文が一般的である。稀に、条痕文、沈線文が存在する。

② 土器表面の施文文様から縄文前期初頭の土器群で、上)11名 E式に並行すると考えられる。

昭和 46年誠査の左道貝塚(量産晴彦 2005)の前期初頭の土器群に近似する。ただし、 1r.道貝塚の

文様組成とやや違いが見られる程度である。文様組成は斜行縄文 (47.12%) この仲間に

は斜行縄文施文が大半を占めるが、末端ル プ文、綾絡文が僅か含まれる。次が羽状縄文(3 

7.26%)で、特に、羽状結束 (29.3 %)が断然多い。続くのが、撚糸文・撚糸圧痕文(6 . 

34%) 、ルプ文 (2.719%)、組紐文 (0.90 6 %)沈線文 (0.704%)、刺突文

(0.201%) となる。左道貝塚と比較すると、斜行縄文を除いて量が少なくなり、羽状縄

文以降に序列が変わるが、全体として変わらず同じような内容である。

ごく最近の資料として、西の浜貝塚の第 3貝層中心の土器群(2008)、鳴瀬町金山貝塚出土造

物(轍河教委 1977)、名取市字賀l崎県塚の出土遺物(前線 1980)に近似する。しかし、宮城県南部の

土浮貝塚や上川名貝塚の出土造物とは、多少の違いがあり、特に、組紐文の欠溶が大きいと考

えられる。地域差を考えねばならないかとも考えている。

③ 図上復元した個体は 14点、器形は口縁やや外反した深鉢形で、口縁部文様帯は見られ

ず、平縁で突起を持つもの、口縁部土面や口端に車IJ突文や刻白文程度である。底部は平底、尖

底があり、平底には縄文施文が多い。

④ 調査中に撚糸文施文土器群が古いのではの意見があった。小破片が多く、上層からの出

土も多少あるが、 A3・4区共に、下腐の 15層以下に多く、層イ立的差があることが明らかに

なった。

⑤ 石器の出土は多くはない。量IJ片石器で前期の特色を示す、縦型石匙 7点、石箆4点、の出

土がある。また、数が少ないが石鍛があり、仙台湾周辺遺跡出土の形態分類(量産腕 1986)では、

基部形態A(凹基)と B(平基)である。磯石器では謄石、丸石、凹石等で他の遺跡と大差が

ない。

⑥ 骨角製品も調査中でも話題になった出土は多くない。調査後の資料保存が良くなかった

ようである。釣針出土の記録が有りながら現物不明である。骨量十、不明骨角製品等である。

⑦ 貝製品

貝輸と貝刃だけである。特に、貝刃の出土が多い。貝刃の用途については各種の意見があり

定かでない。可能性としてスクレイパー約機能を持つ刃器である。肉の剥離、魚鱗とり、脂肪

採取、海諜採取に使用されたと考えている。特に、仙台湾沿岸は先史漁携の盛んな地域であり、

魚類処理に身近に手軽に制作される用具とする意見もある(餓腕 1978)。

③ 自然遺物について

軟体動物 42穂、節足動物 36種の 78穣類を確認、した。

貝類は巻貝 19種、二枚貝 23種の 42穣類である。今回は調査中 30cm'単位に貝層を採

取して貝組成を検討した。また、他に各層の貝層のサンプリング資料も多数採取した。本貝塚

のA.Bトレンチの貝層とも、アサリ、カキ、オキシジミの二枚貝を主体に、スガイ等の混入

した貝層である。それに、層によって特定員の減少や増加と小形化様相を示す。それは、貝採
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捕地の環境変化と見られる。二枚貝は遠浅の砂泥底、巻貝は岩礁性の海岸であり、貝殻塚貝塚

周辺の環境は入り江のある砂泥底の海岸が多かったことを示している。

魚類は 15種類、多いほうではない。特に、タイ類が多く、マダイ、クロダイを含めた個体

数は 110である。松島湾内の左道貝塚226、桂島貝塚260の個体数に及ばない。魚携活

動の中心の三良塚、貝塚出土の魚種の構成によって、左道.*圭烏は魚種の習性と岩礁海岸自然

条件を積緩的に利用した魚法が展開されたが、貝殻塚は内容的にも違いが見られ、マダイ、ク

ロダイの外洋のj魚、携もさることながら、内湾型j魚、携活動が実施され、スズキ、フグや砂泥底に

棲むコチ、ヒラメ、カレイ等の捕獲が軍基んであった(餓晴彦 1979、83、85)。貝殻塚は左道・桂島

よりも魚種数が多く、多種多様な漁携技術が駆使されていた。貝類でも説明したが、貝塚は外

洋型より内湾型で入り江のある砂泥海岸に立地する貝塚であることが証明される。スズキの個

体数 34の多さが理解できる。

仙台湾貝塚の特徴に、マグロ、カツオ漁がある。本貝塚も 2mを越すマグロが相当数捕獲さ

れている。

補乳類は中形獣代表、シカ、イノシシがやや少ないようである。小獣のウサギ、タヌキ、キ

ツネがある程度である。貝塚の後背地の問題があったか、 i魚、携活動が生業の中心であったとも

考えられる。

今回の調査の成果は埋葬人骨 2体の発掘である。ほぼ伺時の埋葬と考えられるもので、合葬

の仰再屈葬であり、浅い掘り込みの土駿に埋葬され、特に、 2号人骨頭部周辺が赤色化された

状態であった。非常に貴重な発見であり、縄文前期の埋葬人骨としても貴重で、ある。現在新潟

大学解剖学教室の故小形教授に依頼、整理保管しである。

鳥類はカモ猟が中心である。個体 62は多い。他に、ハクチョウ、ヒメウ、ウ類があるだけ

である。

甲殻類は今まで、の調査で、なかったほど、カニの遺体が多い。海岸動物に対する広い採捕活動

の表れて、ある。

7 終わりに

昭和 46年の七ヶ浜町左道貝塚に継続して、生徒と共に縄文前期の貝殻塚貝塚の調査を実施

して、「縄文時代の食生活の研究Jを一段と発展することが出来、また新たな問題をも抱えた。

この研究の推進には自然遺物担当の金子氏のご援助があってのことである。改めて感謝申し上

げたい。

この研究は、昭和 49年塩釜市桂島貝塚の調査で終了し、中途半端で終わることになる。以

来、整理は出来ず現在に至って、やっと報告作成が完了しそうである。古い 30年前の古い調

査物である。造物の保管も不完全であった。しかし。多くの協力者のお陰げである。あの頃の

青年が、今は段階の陛代を越えている。著者は間もなく喜寿を迎える。また、この年まで、報

告書作成をするとは考えても見なかった。ただ、発掘担当者の責任を果たすためであった。

貝殻塚貝塚の，、骨掘り上げで、調査の最終日で掘り上げを決断、土地所有者の遠藤氏のご協

力で、仮設霞灯を用意されての調査で、 11時頃終了し、月に照らされての帰道が懐かしく恩

い出される。

図版作成には山田ケイ、兼平宏子の両氏、 A トレンチの調資監理に阜稲田大学の柳沢清一氏

の献身的協力があったこと記して感謝申し上げたい。
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員殻塚員塚の遠景
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.... A-4-15層出土の

羽状縄文土器

B-1-2出土土器 h

(図18-2) .. 

.... B-1-3土器出土状況
(図18-3)
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... 13-1-4土層出土状況
(図14-3)

8-1-6出土土器 h

(殴19-8).... 

... 8-2-5土器出土状況
斜行縄文土器
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企 1号人骨の頭部・トレンチ，<=出土状態

2体の人骨の出土状態~ ~ 

<l1li 1号人骨の出土状態
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.... 2号人骨の出土状態

骨角器の出土惨
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ふりがな かいがらづかかいづか

書 名 貝殻塚貝塚

日IJ 書 名

シリーズ名 松島町文化財調査報告書

シリーズ番号 第 2集

編著者名 後藤勝彦

編集機関 宮城県宮城郡松島町教育委員会

所在地 干981-0215 宮城県宮城郡松島町高城宇町10番地

発行年月日 西暦2008年3月31日

コード
ふりがな ふりがな

北緯 東経 調査期間 調査商穆i 調査原因
所収遺跡名 所在地

市町村遺跡番号

みやぎけん

宮城県
1973.07.23 

かいがらづかかいづか みやぎぐん 17 日 ~ 24ni' 編年学的調資
貝殻塚貝塚 宮城郡 38度26:B-l秒 141度6分10秒 1973.07.29 

まつしままち

松島町

たけや

竹谷

あざかいがらづか

字異殻塚

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

貝殻塚貝塚 貝塚 縄文前 埋葬人骨2体
純文土器、右器、骨角製
品、自然遺物、人骨

宮城県松島町の貝殺塚貝塚、昭和48年7月23日から7月29日まで行われた発掘調査の調査報告書であ
る。 ABトレンチを設定し、縄文土器、土偶等土製品、石製品、骨角製品、自然造物、埋葬人骨等がf_H
土している。

要 ;t8 
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